
 

 

平成２９年５月２４日 

国立大学法人 山梨大学 

 

平成２９年度事業計画：（水害に強い街づくり） 

 

【事業の概要】 

(1) 国土交通省河川砂防研究開発制度の３か年の委託研究「産官学民協働の水害に強い

街づくりのためのリスクコミュニケーション手法の構築」（２年目）を推進する． 

(2) 甲府市大里地区の地区防災計画策定に向けたリスクコミュニケーション 

(3) 中央市リバーサイドタウンの地区防災計画策定に向けたリスクコミュニケーション 

(4) 避難行動要支援者の避難支援体制の構築 

(5) 避難シミュレーション 

【役割分担】 

(1) 山梨大学は甲府市大里地区，中央市リバーサイドタウンの地区住民，甲府市，中央

市等とのリスクコミュニケーションを推進し，地区防災計画立案を支援する． 

(2) 国土交通省甲府河川国道事務所は，国直轄管理河川の想定外最大規模の降雨に基づ

く氾濫シミュレーションの結果を山梨大学に提供する他，リスクコミュニケーショ

ンに協力する． 

(3) 山梨県は，県管理河川の想定外最大規模の降雨に基づく氾濫シミュレーションの結

果を山梨大学に提供する他，リスクコミュニケーションに協力する． 

 

 

平成２８年度に実施したリスクコミュニケーション 

ＢＥ

• 自治会連合会長、防災部会長、自治会長との間の事前準備

• 甲府市、河川管理者、ＮＰＯ法人、民間企業との間の事前準備

Ａ

• 住みよい街「おおさと」を考える会を開催（約１０４名参加）

• 地区の水害リスクと地区防災の重要性に対して気づく

Ｕ

• 地区防災を主導する地区の役員や企業、議員等の関係者間で意見交換

• 関係者が協力し、組織的に地区防災に取り組むことで合意（理解）

Ｓ

• 大里コミュニティ防災の会を通した要配慮者の支援体制構築を提案

• １６自治会の賛同を得た上で、自治会連合会として会への参加を検討

Ｅ

• 大里コミュニティ防災の会設立を決定

• 大津自治会から避難計画検討に着手し、これを参考にして他自治会へ展
開することで合意。

すべてのプロセスにて、関係者間の信頼関係醸成に努める

Ｃ

 

地区防災の会 

 


